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2広報なすからすやま ２０１7.2

　2017年新春を迎えた本市では、恒例のイベント「那須烏山市駅伝競走大会」と「那
須烏山市成人式」が行われました。
　毎年、白熱した戦いが繰り広げられる駅伝競走大会では、14チーム140人が那須
烏山路で健脚を競い合いました。また、成人式では、華やかな着物や紋付き袴、真新し
いスーツに身を包んだ新成人たちが大人への第一歩を踏み出しました。
　今月の広報なすからすやまでは、その様子を紹介します。

新春の　大イベント盛大に。2

第　

回
11

那
須
烏
山
市
駅
伝
競
走
大
会

平
成　

年
29

那
須
烏
山
市
成
人
式

号砲の合図で一斉にスタートす号砲の合図で一斉にスタートするる　区小学生選手。区小学生選手。11

新成人集う新成人集う。。
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駅伝競走大会
中
央
北
A
が
2
年
ぶ
り
に
返
り
咲
き
優
勝

連
覇
を
狙
う
鴻
野
山
A
は
準
優
勝
に

　

1
月　

日
掌
、第　

回
那
須
烏
山
市
駅
伝

15

11

競
走
大
会
が
、烏
山
運
動
公
園
か
ら
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
の　

区　
・
3
k
m
で
開

10

23

か
れ
ま
し
た
。今
年
は
、　

チ
ー
ム
が
出
場
し
、

14

2
年
ぶ
り
に「
中
央
北
A
」が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、各
チ
ー
ム
の
選
手
が
大
勢

集
ま
る
中
、主
催
者
代
表
と
し
て
、市
体
育
協

会
の
松
本
武
会
長
が
、「
大
寒
波
に
見
舞
わ
れ
、

寒
い
日
と
な
っ
た
。ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

を
よ
く
し
て
大
会
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」と
あ

い
さ
つ
。大
谷
範
雄
市
長
は
、「
那
須
烏
山
路

を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
も
ら
い
た
い
。各

チ
ー
ム
の
健
闘
を
祈
る
」と
激
励
の
言
葉
を

送
り
ま
し
た
。そ
の
後
、選
手
を
代
表
し
て

「
鴻
野
山
A
」の
湯
家
谷
怜
央
選
手
と「
鴻
野

山
B
」の
伴
伊
純
選
手
が
、力
強
く
選
手
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、午
前　

時
、大
谷
市
長
に
よ
る
号

10

砲
を
合
図
に　

人
の
小
学
生
選
手
が
烏
山
運

14

動
公
園
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。第

1
中
継
所
に
一
番
で
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、

「
境
体
協
」の
河
原
蒼
選
手
。続
い
て
、「
藤
田
」

の
牧
田
佑
介
選
手
、「
志
鳥
」の
滝
口
悠
央
政

選
手
の
順
で
、2
区
の
選
手
に
タ
ス
キ
が
つ

な
が
れ
ま
し
た
。今
回
、優
勝
を
果
た
し
た

「
中
央
北
A
」は
、　

位
と
多
少
出
遅
れ
た
も

13

の
の
、こ
の
時
点
で
各
チ
ー
ム
と
も
差
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、そ
の
後
、柳
田
尚
皓
選
手
、猪

野
卓
也
選
手
、今
井
孔
明
選
手
、北
條
友
哉
選

手
、久
保
居
悟
選
手
が
区
間
ト
ッ
プ
の
力
走

を
見
せ
、2
位
の「
鴻
野
山
A
」に
1
分

6
秒
の
差
を
つ
け
る
1
時
間　

分　

秒

23

57

の
好
タ
イ
ム
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
　

区
中
5
区
間
で
区
間
賞
と
い
う
圧

10
巻
の
走
り
を
見
せ
た「
中
央
北
A
」の
田

中
信
幸
監
督
は
、「
昨
年
、3
連
覇
が
か

か
っ
て
い
た
が
、準
優
勝
と
悔
し
い
思

い
を
し
た
。練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果

を
発
揮
で
き
て
嬉
し
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。ま
た
、同
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
、

そ
し
て
、選
手
と
し
て
も
活
躍
を
し
た

柳
田
尚
皓
さ
ん
は
、「
チ
ー
ム
全
員
が
、

優
勝
し
た
い
と
い
う
意
識
が
高
か
っ
た
。

一
生
懸
命
に
取
り
組
め
ば
結
果
が
で
る

こ
と
を
再
認
識
で
き
た
」と
コ
メ
ン
ト
。

同
じ
く
、吉
葉
拓
也
さ
ん
は
、「
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
戦
え
た
こ
と
が
嬉
し
い
。

ア
ン
カ
ー
と
し
て
走
れ
た
こ
と
も
良
い

思
い
出
」と
優
勝
の
喜
び
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

上上：：　区か区からら　区女性区間へタスキ渡区女性区間へタスキ渡しし。。88 99
下下：：沿道から選手にエールを送る見物人たち沿道から選手にエールを送る見物人たち。。

●大会結果

①中央北A   佔佔佔佔佔�佔 　時間23分57秒1
②鴻野山A   佔佔佔佔佔佔佔 　時間25分03秒1
③山あげA   佔佔佔佔佔佔佔 　時間28分13秒1
④藤田   佔佔佔佔佔佔佔佔 　時間29分04秒1
⑤八ヶ代   佔佔佔佔佔佔佔 　時間29分32秒1
⑥七合   佔佔佔佔佔佔佔佔 　時間30分24秒1
⑦境体協   佔佔佔佔佔佔佔 　時間30分30秒1
⑧体協向田支部   佔佔佔佔 　時間30分58秒1
⑨那須烏山市役所   佔佔佔 　時間31分58秒1
⑩志鳥   佔佔佔佔佔佔佔佔 　時間33分25秒1
⑪南那須消防   佔佔佔佔佔 　時間33分29秒1
⑫鴻野山B   佔佔佔佔佔佔佔 　時間38分01秒1
⑬山あげB   佔佔佔佔佔佔佔 　時間41分24秒1
○中央北B（オープン参加）    　時間30分38秒1

　番にゴールテープを切る中央北A番にゴールテープを切る中央北A。。11
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①　区から　区の選手へ　②続々とタスキがつながれた第　中継所　③先頭を追う鴻野山A4 5 1
チーム　④　区女性区間では　チームがタスキをつなげられず繰り上げスタートに　⑤　区8 2 3
烏山大橋を走り抜ける選手たち　⑥大勢の声援の中ゴールする八ヶ代チーム　⑦区間トップ
の選手に大谷市長から区間賞の盾が手渡される　⑧優勝を果たした中央北のチームの皆さん。

①̝ 

②̝ 

⑥̝ ③̝ 

⑦̝ ④̝ 

⑧̝ 
⑤̝ 

め
ま
ぐ
る
し
い
順
位
争
い

各
区
間
で
好
レ
ー
ス
繰
り
広
げ
ら
れ
る

　

2
位
以
下
で
も
、各
区
間
で
好
レ
ー
ス
と

な
り
、め
ま
ぐ
る
し
い
順
位
争
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、準
優
勝
の「
鴻
野
山
A
」は
、6

位
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、2
区
で
は

ト
ッ
プ
に
。そ
の
後
、2
位
、3
位
と
順
位
を

入
れ
替
え
な
が
ら
も
、

8
区
の
斉
藤
史
也
選
手
、

　

区
の
豊
岡
駿
介
選
手

10が
区
間
賞
の
安
定
し
た

走
り
を
見
せ
、2
位
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。あ
と
を
追
う「
山
あ
げ
A
」

は
、9
位
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、7
区
で
は

5
位
に
ま
で
順
位
を
上
げ
、8
区
で
3
位
に

つ
け
る
と
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、今
回
、4
区
で
は
、「
七
合
」の
石

川
佳
樹
選
手
が
、昨
年
自
ら
叩
き
出
し
た
区

間
新
記
録
を　

秒
縮
め
、新
た
な
記
録
を
更

21

新
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
中
央
北
B
」は
、選
手
の
編
成
が
出

場
制
限
を
超
え
た
た
め
オ
ー
プ
ン
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　区（　.　km）　河原　蒼（境体協）   佔佔� 　分02秒1 12 4
　区（　.　km）　柳田　尚皓（中央北A）   佔 　分36秒2 21 6
　区（　.　km）　猪野　卓也（中央北A）   佔 　分29秒3 24 8
　区（　.　km）　石川　佳樹（七合）   佔佔 新　分08秒4 30 9
　区（　.　km）　今井　孔明（中央北A）   佔 　分50秒5 28 9
　区（　.　km）　北條　友哉（中央北A）   佔 　分10秒6 26 9
　区（　.　km）　久保居　悟（中央北A）   佔 　分30秒7 22 8
　区（　.　km）　斉藤　史也（鴻野山A）   佔 　分24秒8 27 9
　区（　.　km）　川俣日奈子（南那須消防）    　分28秒9 15 5
10区（　.　km）　豊岡　駿介（鴻野山A）   佔佔 　分41秒28 9

※敬称略、（　）内は区間距離、チーム名

●区間賞
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成人式

③̝ 

大
人
に
な
っ
た
自
覚
と
決
意
を
胸
に

2
6
4
人
が
新
た
な
一
歩
踏
み
出
す

か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

◇

　

午
前　

時
、新
成
人
代
表
の
笹
川
杏
奈

10

さ
ん（
中
央
2
丁
目
）に
よ
る
開
式
の
言
葉
で

式
典
が
開
会
。大
谷
範
雄
市
長
が
新
成
人

に
向
け
、「
今
日
の
成
人
式
を
機
に
那
須
烏

山
市
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
し
、成
人
を

迎
え
た
皆
さ
ん
が
、今
後
の
地
域
社
会
、さ

ら
に
は
日
本
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。そ
の

後
、新
成
人
を
代
表
し
て
、久
保
田
眞
さ
ん

（
城
東
）が
、「
学
生
や
社
会
人
な
ど
立
場
は

様
々
で
す
が
、自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、社
会
の
一
員
と
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
た
い
」と
新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
典
の
中
で
は
、記
念
事
業
と
し

て
、今
年
新
た
に
、事
前
に
募
集
し
た
新
成

人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
を
上
映
。新
成

人
の
家
族
や
先
輩
、恩
師
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
、会

場
は
沸
き
立
ち
ま
し
た
。さ
ら
に
、地
区
ご

と
に
記
念
写
真
を
撮
影
し
、式
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
会
場
や
駐
車
場
周
辺
に
は
、

懐
か
し
い
級
友
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、

写
真
撮
影
を
し
た
り
、近
況
報
告
を
し
た

り
す
る
新
成
人
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

②̝ ①̝ 

⑥̝ 

⑤̝ ④̝ 

　

1
月
9
日　

の「
成
人
の
日
」を
前
に
、

（月・祝）

風
月
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
を
会
場
に
8
日

掌
、「
平
成　

年
那
須
烏
山
市
成
人
式
」が

29

開
か
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
に
は
、2
6
4
人
の
対
象
者
の

う
ち
約
8
割
に
当
た
る
2
0
5
人
が
式
典

に
出
席
。あ
で
や
か
な
晴
れ
着
や
紋
付
き

袴
、真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、大
人

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新
成
人
た
ち

は
、恩
師
や
市
関
係
者
な
ど
多
く
の
来
賓

①記念写真を撮影する新成人たち　②大人への決意を発表
した新成人代表の久保田さん　③式典で市民の歌を斉唱　
④⑤友人との再会に笑顔を見せる　⑥205人が参加した式典。

　冠婚葬祭の「冠」は成人式を意味することをご存知です
か。昔、男子の成人を示すものとして行われていた儀式「元
服」で、「冠を付ける」（かぶる）ことに由来したものです。
　今日の成人式のルーツは、終戦間もない1946年11月
22日、埼玉県蕨町（現・蕨市）で行われた「青年祭」です。敗
戦による虚脱状態の中で、次代を担う若者たちを励まし、

希望を持たせようと、地元の青年団が企画しました。これが
やがて全国へ広がり、影響を受けた国は48年に施行され
た国民の祝日に関する法律で翌年から　月15日を成人1
の日に制定し、98年の国民の祝日に関する法律の一部を
改正する法律（通称：ハッピーマンデー法）に伴い、2000
年から成人の日は　月第　月曜日になりました。1 2

意外と知らない?!“成人式の歴史”
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平成29
年成人式

わたした
ちも大人

の仲間入
り♡

◆Webサイト「Yahoo！JAPAN」誕生　◆米国・アトランタオリンピック開催。日本のメダ
ル数は、金　個、銀　個、銅　個を獲得　◆任天堂のゲームソフト「ポケットモンスター赤・緑」、3 6 5
バンダイの携帯型育成ゲーム「たまごっち」が大流行。顔や姿を撮影してシールに印刷する「プ
リント倶楽部（プリクラ）」ブームも本格化　◆「病原性大腸菌O157」による集団食中毒。こ
れらの問題から96年の世相を現す「今年の漢字」は「食」に　◆島根県隠岐島沖でロシア船籍
のタンカー「ナホトカ号」が遭難。大量の重油が流出し、日本海沿岸の広範囲に広がる　◆自民
党、社会党、新党さきがけの　党連立による村山富市内閣が退陣し、橋本龍太郎首相が誕生3
◇旧烏山町、旧南那須町では…
（旧烏山町）龍門ふるさと民芸館「鳴龍」完成、長峰ビジターセンターオープン、「やまびこの湯
からすやま」オープン、清水川せせらぎ公園オープン、国道294号烏山バイパス開通。
（旧南那須町）南那須町と烏山町の農協が合併し那須南農協発足、南那須町ホームページを開
設、八溝グリーンライン全線開通、緑地運動公園完成。

※一部抜粋

今年の新成人が生まれた1996年〜1997年の出来事
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市
で
は
、平
成　

年
分
の
所
得
税
確
定
申

28

告
及
び
住
民
税
申
告
を
受
付
し
ま
す
。

　

日
程
な
ど
は
、1
月　

日
昇

に
行
政
区
長

10

経
由
で
配
布
し
た「
確
定
申
告
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
」や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課
緯
0
2
8
7－

　

－83

1
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
が
は
じ
ま
り
ま
す

○
日
時
：
2
月　

日
昭
～
3
月　

日
昌

16

15

○
受
付
：
午
前
8
時　

分
～　

時

30

11

　
　
　
　

午
後
1
時
～
5
時　

分
15

○
場
所
：
烏
山
庁
舎
2
階 
第
4
・
5
会
議
室

　
　
　
　

※
待
合
室
は
、第
2
会
議
室

確
定
申
告
受
付

●
社
会
保
障
・
税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

　

制
度
の
導
入

　

平
成　

年
分
以
降
の
所
得
税
、復
興
所
得

28

税
及
び
贈
与
税
の
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
、

社
会
保
障
・
税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載

が
必
要
で
す
。あ
わ
せ
て
本
人
確
認
書
類
の

提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
本
人
確
認
で
き
る
書
類
の
例
》

・
例
1
：
個
人
番
号
カ
ー
ド（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）

・
例
2
：
通
知
カ
ー
ド（
番
号
確
認
）＋
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど（
身
元
確
認
）

●
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で

　

確
定
申
告
期
間
中
の
確
定
申
告
会
場
は
大

変
混
雑
し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」の
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、税
額
な
ど
が
自

動
計
算
さ
れ
、所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。作
成

し
た
申
告
書
を
ご
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
で
印
刷

す
れ
ば
、確
定
申
告
会
場
に
行
か
な
く
て
も
、

郵
送
等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
自
宅
に
プ
リ
ン
タ
が
な
い
場
合
で
も
、P

D
F
フ
ァ
イ
ル
で
保
存
す
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
等

で
出
力
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確

定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/tetsuzuki/

shinkoku/shotoku/tokushu/

第70回

　栗原昭秀は、明治12年（1879）安蘇郡田沼町
（現：佐野市）に生まれました。幼少より田中正造
の知遇を受け、衆議院議員を　期務め、政界引3
退の後は東京の自宅に日本刀伝習所を設立し、
日本刀の復興、刀匠の育成に尽力した刀剣界
の功労者です。
　この作品は、鎌倉時代の太刀を模倣して作
刀したもので、目くぎ穴　個、 鎬  造 

しのぎ づくり

、 腰  反 りで
こし ぞ

1
姿も良く、鍛えは 板  目 に 柾 まじり、刀文は 直  刃 

いた め まさ すぐ ば

に 小  乱 れを交えており、現代刀匠の祖と称さ
こ みだ

れた栗原氏に相応しい優れた太刀です。

栃木県指定有形文化財（工芸品）

 太  刀 　
た ち

 栗  原  昭  秀  作 （個人）
くり はら あき ひで さく

確定申告の
受付は

「烏山庁舎
のみ」

　　で実施
します

注意

会
場
で
撮
影
し
た

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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協
議
会
を
設
立
。（
左
か
ら
、佐
々
木
J
R

東
日
本
大
宮
支
社
総
務
部
長
、加
藤
町
長
、

大
谷
市
長
、黒
本
栃
木
銀
行
頭
取
）

　

地
方
創
生
に
向
け
て
、J
R
烏
山

線
沿
線
の
本
市
と
高
根
沢
町
の
連
携

を
強
化
す
る
た
め
、「
J
R
烏
山
線
沿

線
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」の
設

立
総
会
が
1
月　

日
昌
に
市
役
所
烏

11

山
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、昨
年
、国
の
地
方

創
生
推
進
交
付
金
事
業
と
な
っ
た

「
J
R
烏
山
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
～
七
福
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
」を
具
体
的
に
進
め
る
組
織
と
し

て
両
市
町
、栃
木
銀
行
、J
R
東
日
本

で
構
成
す
る
も
の
。両
市
町
が
J
R

烏
山
線
や
県
道
宇
都
宮
烏
山
線
な
ど

で
生
活
圏
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

栃
木
銀
行
と
包
括
連
携
を
締
結
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、栃
木
銀
行
と
J
R

東
日
本
の
支
援
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
当
日
に
は
、大
谷
範
雄

市
長
、加
藤
公
博
町
長
、黒
本
淳
之
介

栃
木
銀
行
頭
取
、佐
々
木
敬
介
J
R

東
日
本
大
宮
支
社
総
務
部
長
を
は
じ

め
と
し
、関
係
者
約　

人
が
出
席
。関

30

係
4
者
が
地
域
資
源
の
創
出
や
J
R

烏
山
線
を
核
と
し
た
交
流
人
口
増
加

な
ど
の
事
業
を
決
定
し
た
ほ
か
、会

長
に
は
大
谷
市
長
、副
会
長
に
加
藤

町
長
、監
事
に
黒
本
栃
木
銀
行
頭
取

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、①
烏

山
高
校
や
高
根
沢
高
校
、民
間
企
業

と
連
携
し
、地
域
資
源
を
生
か
し
た

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
②
両
市
町

で
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
③
ロ
ー
カ
ル
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
向
け
た
新
商
品

の
開
発
④
J
R
烏
山
線
の
利
用
向
上

の
た
め
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、平
成　

年
ま
で
に

30

両
市
町
で
約　

万
人
の
観
光
客
増
と

23

休
日
滞
在
人
口
を
約
9
0
0
0
人
増
、

1
日
の
烏
山
線（
宝
積
寺
～
烏
山
駅
間
）

の
乗
車
人
数
を　

人
増
を
目
標
と
し

28

て
い
ま
す
。

　

大
谷
市
長
は
、「
烏
山
線
と
地
域
の

魅
力
の
双
方
を
引
き
出
し
、高
め
合

い
、地
域
一
体
と
な
っ
て
磨
き
上
げ
て

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

J
R
烏
山
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
を
設
立

人
口
交
流
増
で
に
ぎ
わ
い
を
創
出

　

市
と
J
A
な
す
南
で
は
、昨
年
8

月
に
締
結
し
た「
地
方
創
生
推
進
並

び
に
地
域
社
会
経
済
の
継
続
的
発
展

に
関
わ
る
包
括
連
携
協
定
」の
連
携
事

項
の
具
体
策
を
検
討
す
る
た
め
、　

月
12

　

日
捷
、J
A
な
す
南
本
店
で「
那
須

26

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
連
携
事
項
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、同
協
定

は
、市
が
進
め
る「
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
後
押
し
す

る
も
の
と
し
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い

の
提
供
と
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
貢

献
に
関
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

両
部
会
と
も
市
と
J
A
関
係
部
課
の

幹
部
が
委
員
と
な
り
、2
、3
ヶ
月
に

一
回
会
議
を
開
き
、具
体
策
を
提
案

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
と
J
A
な
す
南

専
門
部
会
を
設
置

連
携
事
項
の
具
体
策
提
案
に
向
け
て

な
す
か
ら

英
語
塾

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
初
開
催

　

市
民
向
け
英
会
話
教
室「
な
す
か

ら
英
語
塾
」で
は
、受
講
生
以
外
に
も

会
話
を
楽
し
む
参
加
者
。

　

市
、商
工
会
、J
A
な
す
南
に
よ
る
恒

例
の「
賀
詞
交
歓
会
」が
、1
月
6
日
晶
、

凮
月
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
か
れ
、

行
政
関
係
者
や
各
種
団
体
、企
業
の
代

表
者
な
ど
1
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
歓
会
で
は
、鏡
開
き
な
ど
が
行
わ

れ
、明
る
い
年
と
な
る
よ
う
に
願
い
ま

し
た
。ま
た
、主
催
者
を
代
表
し
て
大
谷

範
雄
市
長
は
、「
農
商
工
学
官
民
が
連
携

し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、教
育
・
福
祉
な
ど

充
実
し
た
年
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

賀
詞
交
歓
会
で
明
る
い
年
を
願
う

代
表
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
鏡
開
き
。

て

気
軽
に
英
語
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、　

月
8
日
昭
、　

日
松
、　

日
掌
の

12

17

18

3
日
間
で「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
」

を
開
き　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

24

　

当
日
は
、同
塾
の
外
国
語
指
導
員

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ガ
ン
さ
ん
と
、小
・

中
学
校
の
代
理
A
L
T
を
担
当
し
て

い
る
エ
コ
ー
・
シ
ュ
ナ
ン
・
ユ
ー
さ
ん

を
中
心
に
、参
加
者
は
英
会
話
を
楽

し
み
ま
し
た
。母
親
と
2
人
で
参
加

し
た
と
い
う
烏
山
小
5
年
の
大
澤
彩

季
さ
ん（
南
1
丁
目
）は
、「
英
語
は
難

し
か
っ
た
け
れ
ど
、少
し
分
か
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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烏
山
市
と
那
須
南
農
業
協
同
組
合
と

の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
専
門
部

会
設
置
式
及
び
第
1
回
専
門
部
会
会

議
」が
開
か
れ
、大
谷
範
雄
市
長
や
J

A
な
す
南
山
田
清
組
合
長
の
ほ
か
、

関
係
者　

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

27

　

協
定
で
は
、「
農
業
生
産
振
興
及
び

農
業
者
の
所
得
増
大
に
関
す
る
こ

と
」、「
地
域
住
民
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
よ
る
地
域
社
会
経
済
の

持
続
的
発
展
に
関
す
る
こ
と
」な
ど

の
4
項
目
に
つ
い
て
連
携
・
協
力
し
、

る
こ
と
か
ら
、連
携
事
項
の
具
体
策

を
検
討
し
、実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
専
門
部
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

設
置
さ
れ
た
専
門
部
会
は
、「
農
業

振
興
専
門
部
会
」と「
生
活
環
境
専
門

部
会
」の
2
つ
。両
部
会
と
も
地
方
創

生
の
支
援
を
行
い
、農
業
振
興
専
門

部
会
は
市
内
の
農
業
生
産
振
興
や
農

業
者
の
所
得
増
大
に
関
す
る
こ
と
を

推
進
し
ま
す
。生
活
環
境
専
門
部
会

は
、地
域
住
民
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

専
門
部
会
設
立
に
向
け
た
発
足
式
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、　

月　

日
掌

12

18

に
、南
那
須
公
民
館
で「
那
須
烏
山
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
講
演
会
」を
開
催
し
、中
学

生
や
高
校
生
を
含
む
地
域
住
民
な
ど　
14

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
、設
立
に
向
け
て
今
年
度
初

め
て
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、ユ
ネ
ス
コ

那
須
烏
山

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

講
演
会「
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
あ
に
？
」

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
現
地
審
査
員
で
徳
山

大
学
准
教
授
の
柚
洞
一
央
さ
ん
を
講
師

と
し
て
招
き
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
あ

に
？
」を
テ
ー
マ
に
、世
界
遺
産
と
の
違
い

や
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
審
査
で
の

審
査
内
容
、「
M
i
n
e
秋
吉
台
ジ
オ

パ
ー
ク
」や「
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
」が
認
定

さ
れ
る
ま
で
の
取
り
組
み
事
例
が
紹
介

さ
れ
た
ほ
か
、那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
の
課
題
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、地
域
を
良
く
知
り
、

地
域
を
良
く
し
て
い
く
た
め
の
道
具
で
、

地
域
の
協
力
、参
加
し
て
い
る
姿
が
あ
っ

て
認
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。市
教
育
委
員

会
で
は
、ジ
オ
パ
ー
ク
を
教
育
や
観
光
な

ど
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
考
え
て
い

く
た
め
に
、今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
演
会

を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

他県の取り組みなどが紹介された講演会。

　

八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会
で
は
、

1
月
6
日
晶
、日
光
市
の
白
滝
で「
寒

ざ
ら
し
そ
ば
」約
3
・
4
ト
ン
の
仕
込

み
が
関
係
者
約　

人
に
よ
っ
て
行
わ

20

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、秋
に
収
穫
し
た
そ

ば
の
実
を
冷
水
に
さ
ら
し
、甘
み
や

風
味
を
引
き
出
す
た
め
に
、例
年
、厳

寒
の
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
る
も
の
。

約
1
週
間
後
の　

日
昭

に
は
、引
き

12

上
げ
作
業
が
行
わ
れ
、天
日
と
寒
風

に
さ
ら
し
、寒
ざ
ら
し
そ
ば
の
実
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寒
ざ
ら
し
そ
ば
は
、夏
ま

で
ゆ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、8
月
頃
に

八
溝
そ
ば
街
道
参
加
店
舗
で
提
供
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

寒
ざ
ら
し
そ
ば
の
仕
込
み
を
開
始

小
雪
が
舞
う
中
、滝
つ
ぼ
で
引

き
上
げ
作
業
を
す
る
関
係
者
。

川
井
地
区
自
治
会
で
合
同
防
災
訓
練

非
常
時
に
備
え
地
域
の
連
携
深
め
る

　

下
川
井
上
、下
川
井
下
、上
川
井
自

治
会
で
構
成
さ
れ
る
川
井
地
区
自
治

会
で
、　

月　

日
掌
、非
常
時
に
備
え

12

18

地
域
の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
、初

め
て「
合
同
防
災
訓
練
」が
江
川
小
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館
で
開
か
れ
、

地
域
住
民
な
ど
2
2
9
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
、地
元
消
防
団
に
よ
り
避
難

を
促
す
広
報
活
動
や
、江
川
小
学
校

で
は
避
難
所
の
準
備
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。そ
の
後
、避
難
を
し
て
き
た

地
域
住
民
ら
は
、那
須
烏
山
消
防
署

の
署
員
の
指
導
で
、消
火
訓
練
や
煙
体

験
、A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）訓

練
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、J
A
女
性
会
の

協
力
で
、炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、

「
け
ん
ち
ん
汁
」な
ど
が
約
1
5
0
人

分
用
意
さ
れ
、振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

消
火
訓
練
を
体
験
す
る
地
域
住
民
。

地方創生に向け 
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選
挙
を
よ
り
身
近
に

中
学
校
で
選
挙
の
模
擬
投
票
体
験

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、選
挙
権

年
齢
が　

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

18

に
よ
り
、若
い
う
ち
か
ら
選
挙
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、1
月　

日
晶

20

に
南
那
須
中
学
校
で
、中
学
生
に
と
っ

て
身
近
な
生
徒
会
選
挙
の
場
を
利
用
し
、

出
前
講
座
と
し
て
選
挙
の
模
擬
投
票
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、市
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ

り
、選
挙
の
ル
ー
ル
や
投
票
上
の
注
意

な
ど
を
説
明
。そ
し
て
、生
徒
会
長
や
副

会
長
の
立
候
補
者
に
よ
る
演
説
が
行
わ

れ
た
後
、記
載
台
や
投
票
箱
な
ど
実
際

に
選
挙
で
使
わ
れ
て
い
る
道
具
を
使
い
、

生
徒
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
2
年
の
大
森
紗
亜
弥
さ
ん（
高

瀬
）は
、「　

歳
に
な
る
前
に
体
験
が
で

18

き
て
良
か
っ
た
。自
分
の
票
で
結
果
が

左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
重
大
さ
を

感
じ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
昭

に
は
烏
山
中
学

12

15

校
の
生
徒
会
選
挙
、　

月　

日
昇
に
は
、

12

20

南
那
須
特
別
支
援
学
校
で
も
来
年
度
選

挙
権
を
得
る
2
年
生
を
対
象
と
し
た
出

前
講
座
を
行
い
、模
擬
投
票
を
通
し
て

選
挙
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、生
徒
が

有
権
者
と
な
っ
た
と
き
に
選
挙
に
参
加

し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、

今
後
も
高
等
学
校
や
中
学
校
な
ど
と
連

携
し
、主
権
者
教
育
を
継
続
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

J
R
烏
山
線
で
は
初
め
て
の
運
行
と

な
る
石
炭
ス
ト
ー
ブ
を
活
用
し
た
臨
時

列
車「
風
っ
こ
ス
ト
ー
ブ
烏
山
号
」が
、

1
月
8
日
掌
、宝
積
寺
駅
か
ら
烏
山
駅

間
を
1
往
復
運
行
し
、大
勢
の
家
族
連

れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
が
乗
車
し
ま
し
た
。

　

こ
の
風
っ
こ
ス
ト
ー
ブ
号
は
、毎
年

夏
頃
に
や
っ
て
く
る
風
っ
こ
号
と
は
異

な
り
、石
炭
で
燃
や
す
レ
ト
ロ
感
漂
う

「
だ
る
ま
ス
ト
ー
ブ
」が
活
用
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。ま
た
、ス
ト
ー
ブ
上

の
網
で
乗
客
が
持
ち
寄
っ
た「
も
ち
」や

「
す
る
め
」、「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」な
ど
を

焼
く
の
も
楽
し
み
の
一
つ
。大
勢
の
乗

客
が
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と
り
な
が
ら
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
の
旅
を
楽
し
み
ま

し
た
。さ
ら
に
、乗
客
特
典
と
し
て
、観

光
案
内
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
地
元

銘
酒
の
酒
粕
が
入
っ
た「
酒
か
す
チ
ー

ズ
タ
ル
ト
」が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
点
の
烏
山
駅
の
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
は
、乗
客
を
も
て
な
そ
う
と
、観
光

案
内
の
ほ
か
、特
産
品
や
地
元
産
の
い

ち
ご
を
使
っ
た「
い
ち
ご
大
福
」な
ど
が

販
売
さ
れ
、好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
か
ら
夫
婦
で
訪
れ
た
と
い
う

櫻
井
寛
さ
ん
は
、「
風
っこ
ス
ト
ー
ブ
号
を

利
用
し
て
那
須
烏
山
市
に
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
い
。景
色
も
良
く
ま
た
訪

れ
た
い
と
思
う
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

レ
ト
ロ
な
だ
る
ま
ス
ト
ー
ブ
が
大
好
評

JR烏山線に

風っこストーブ号が
やってきた！

上
：
記
載
台
や
投
票
箱
を
使
っ
て
行
わ
れ

た
生
徒
会
選
挙
／
下
：
選
挙
の
ル
ー
ル
な

ど
を
説
明
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
職
員
と

選
挙
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
め
い
す
い
く
ん
。

上：乗車記念の写真撮影が行われる車内／下：好
評を博したレトロな雰囲気のだるまストーブ。
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ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
に
境
小
6
年
の
小
澤
龍
稀 
さん

伝
統
文
化
を
残
す
た
め
に「
伝
統
文
化
の
日
」を
提
案

　

境
小
学
校
6
年
の
小
澤
龍
稀
さ
ん

（
小
木
須
）が
、県
内
の
小
学
4
～
6
年

生
を
対
象
に「
も
し
私
が
知
事
に

な
っ
た
ら
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た

い
」を
テ
ー
マ
に
作
文
を
募
集
し
た

今
年
度
の「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」に

選
ば
れ
、知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
1
9
7
8
点
の
中
か
ら
、

　

人
が
選
ば
れ
、　

月
8
日
昭

に
宇

15

12

都
宮
市
の
県
公
館
で
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
、福
田
富
一
知
事
か
ら
、県
産

の
ヒ
ノ
キ
材
を
使
っ
た
木
製
の
賞
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
授
業
で
学
ん
だ

地
域
の
伝
統
文
化
に
関
心
を
持
っ
た

こ
と
が
作
文
を
書
く
き
っ
か
け
だ
っ
た

と
い
う
小
澤
さ
ん
。「
伝
統
文
化
の
日
」

を
作
り
、小
・
中
学
校
や
高
校
で
の
伝

統
文
化
体
験
学
習
の
実
施
や
、県
内

に
住
ん
で
い
る
人
は
必
ず
地
域
の
伝

統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、伝
統
を

受
け
継
い
で
い
く
人
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
提
案
を
し
ま
し
た
。

　

小
澤
さ
ん
は
、「
那
須
烏
山
市
に
は
、

山
あ
げ
や
お
囃
子
、烏
山
和
紙
な
ど

昔
か
ら
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
が

た
く
さ
ん
あ
る
。そ
れ
ら
を
受
け
継
ぎ
、

魅
力
を
発
信
し
て
有
名
な
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
知
事
に
選
ば
れ
た
小
澤
さ
ん
。

　

第　

回
県
中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ

26

コ
ン
テ
ス
ト（
下
野
新
聞
社
等
主
催
）が

　

月　

日
昭

に
、栃
木
市
の
栃
木
文

11

10

化
会
館
で
開
か
れ
、烏
山
中
学
校
3

年
の
内
藤
舞
子
さ
ん（
中
央
1
丁
目
）が
、

第
1
部
3
年
生
の
部
で
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、県
内
9
地
区
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た　

人
が
出
場
し
、学
年

94

別
の
第
1
部
と
帰
国
子
女
対
象
の
第

2
部
に
分
か
れ
て
ス
ピ
ー
チ
の
内
容

や
表
現
力
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

内
藤
さ
ん
が
発
表
し
た
ス
ピ
ー
チ

「I
believe

in
the
pow
er
of

language

」は
、2
年
生
の
時
に
市

の
海
外
派
遣
事
業
で
米
国
メ
ノ
モ
ニ
ー

市
に
訪
れ
た
と
き
に
感
じ
た
社
会
問

題
が
テ
ー
マ
。人
種
に
よ
っ
て
肌
の
色

が
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
引
き
起
こ

る
移
民
排
除
な
ど
の
考
え
に
疑
問
を

持
ち
、こ
う
い
っ
た
考
え
を
な
く
し
、

受
け
入
れ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
な
ど
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

内
藤
さ
ん
は
、「
1
年
生
の
頃
か
ら

毎
年
、県
大
会
で
悔
し
い
思
い
を
し

て
い
た
の
で
、今
回
の
最
優
秀
賞
は

嬉
し
か
っ
た
。高
校
生
に
な
っ
て
も

英
語
を
し
っ
か
り
と
学
び
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

烏
山
中
3
年
の
内
藤
舞
子 
さん

県
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
で
最
優
秀
賞最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
内
藤
さ
ん
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に　

年
間
尽
力

30

志
鳥
の
木
下
悦
男
さ
ん
に
感
謝
状

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
木
下
悦

男
さ
ん（
志
鳥
）が
、　

期　

年
に
か
け

15

30

て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
尽
力
さ

れ
、平
成　

年
度
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推

28

進
委
員
功
労
者
と
し
て
、公
益
社
団

法
人
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。今

回
、栃
木
県
内
で
は
、9
人
が
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
は
、昭
和　

年
に
旧
南

62

那
須
町
で
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
前
身
と
な
る
体
育
指
導
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
、平
成　

年
4
月
か
ら

26

は
、副
会
長
と
な
り
、活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、市
の
駅
伝
や
マ

ラ
ソ
ン
大
会
、市
民
運
動
会
な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
の
ほ
か
、

誰
で
も
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
な
ど
が
あ
り
ま
す
。過
去
に

は
、現
在
で
は
お
馴
染
み
の「
ス
ー

パ
ー
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」の
公

式
ル
ー
ル
を
作
り
、全
国
に
発
信
す

る
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、地
域

の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
木
下
さ
ん
。

受
賞

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
龍
J

I
N（
小
堀
恵
美
子
代
表
）の
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
組
織
す
る
烏
山
線
桜

並
木
実
行
委
員
会
で
は
、1
月
5
日

昭
、荒
川
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
す
る
子
ど
も
た
ち　

人
と
と
も
に
、

23

　

烏
山
線
3
駅
に
飾
る
パ
ン
ジ
ー
の

JR鉢
植
え
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、烏
山
線
沿
線
の
景
観
美

化
や
、体
験
を
と
お
し
て
子
ど
も
た

ち
の
郷
土
愛
を
育
も
う
と
行
っ
て
い

る
も
の
で
、今
年
で
3
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

　

烏
山
線
の
駅
前
を
華
や
か
に

JR子
ど
も
た
ち
が
パ
ン
ジ
ー
の
鉢
植
え
製
作

　

七
合
診
療
所
所
長
の
本
間
真
二

郎
医
師
が
、健
康
に
生
き
る
た
め

の
実
践
例
を
ま
と
め
た
初
の
著
書

「
病
気
に
な
ら
な
い
暮
ら
し
辞
典
」

が
、今
、話
題
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

本
間
さ
ん
は
、札
幌
医
科
大
や
米

国
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス

学
を
研
究
し
、小
児
科
医
と
し
て
も

勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
。7
年
前
に
本

市
に
移
住
し
、同
診
療
所
の
所
長
に

就
任
。自
然
派
医
師
と
し
て
知
ら
れ
、

地
域
医
療
を
支
え
る
一
人
で
す
。

　

2
0
0
1
年
9
月　

日
の
米
同
時

11

多
発
テ
ロ
を
き
っ
か
け
に
、世
の
中

の
常
識
を
疑
う
よ
う
な
っ
た
こ
と
で
、

対
症
療
法
中
心
の
西
洋
医
学
に
疑
問

を
抱
き
、自
ら
治
ろ
う
と
す
る「
自
然

治
癒
力
」に
関
心
を
持
ち
、「
食
」と

「
農
」に
注
目
を
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

本
市
に
移
住
し
て
か
ら
は
、診
療

に
当
た
る
一
方
で
、同
診
療
所
敷
地

内
の
家
庭
菜
園
で
麦
や
大
豆
、野
菜

な
ど
を
有
機
栽
培
し
、自
宅
で
は
納

豆
や
味
噌
、し
ょ
う
ゆ
な
ど
発
酵
食

品
も
つ
く
り
、自
ら
自
然
に
沿
っ
た

生
活
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
辞
典
で
は
、そ
こ
か
ら
発
見

し
た「
自
然
か
ら
外
れ
た
生
活
」が
病

気
の
最
大
原
因
と
し
、食
事
や
農
業
、

腸
内
細
菌
な
ど
微
生
物
の
働
き
の
大

切
さ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
間
さ
ん
は
、「
自
分
の
生
活
を
見

つ
め
直
し
、で
き
る
範
囲
で
実
践
す

る
こ
と
が
大
切
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
　

月　

日
松
、猿
久
保
田
ん
ぼ
公

12

17

園
の
保
全
管
理
に
取
り
組
む
荒
川
南

部
土
地
改
良
区（
久
郷
浩
理
事
長
）で
は
、

　

年
以
上
続
く
恒
例
行
事
と
な
って
い

10る「
猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園
保
全
交
流

会
」を
小
塙
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、早
朝
か
ら
集
ま
っ
た
同

保
全
会
委
員
な
ど
が
猿
久
保
田
ん
ぼ

公
園
内
で
収
穫
し
た「
も
ち
米
」を

使
っ
て「
も
ち
つ
き
」を
行
い
ま
し
た
。

一
緒
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
大

人
に
教
わ
り
な
が
ら「
も
ち
つ
き
」を

体
験
。重
い
杵
を
懸
命
に
振
り
上
げ

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、

つ
き
た
て
の
餅
や
、地
元
で
採
れ
た

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
豚
汁
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、集
ま
っ
た
地
域

住
民
約　

人
は
、地
域
の
味
覚
を
堪

30

能
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

鉢
植
え
作
り
を
す
る
児
童
。

七
合
診
療
所
・
本
間
医
師
が「
病
気
に
な
ら
な
い
暮
ら
し
辞
典
」出
版

自
然
に
沿
っ
た
暮
ら
し
の
提
案
に
話
題
集
ま
る

自
然
に
沿
っ
た
暮
ら
し
を
提
案
す

る
本
間
さ
ん
。

地
域
の
味
覚
を
堪
能
！

猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園
保
全
交
流
会

も
ち
つ
き
を
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち
。



まちのわだいままままちちちちのののののののわわだいいいいまちのわだいまちのわだい

ま いの

13広報なすからすやま ２０１7.2

　

N
P
O
法
人
那
珂
川
流
域
悠
遊
会

（
荒
井
丈
夫
代
表
理
事
）で
は
、　

月
か
ら

11

　

月
に
か
け
て
6
回
に
わ
た
り
、市

12民
カ
フ
ェ　

番
館
を
会
場
に
、地
域

35

人
材
作
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
世
界
・
日

本
・
シ
テ
ィ
那
須
烏
山
」が
開
か
れ
、

　市結婚相談所（髙田博所長）では、12月18
日掌、宇都宮市の結婚式場「ヴィラ・デ・マリ
アージュ宇都宮」を会場に、「なすから恋活
パーティー」を開きました。パーティーには、
男女20人が参加し、デザートビュッフェを
楽しみながら交流を深めました。
　この事業は、若者同士の出会いを支援し
ようと企画・運営を㈱とちぎテレビに委託
して行われたもので、今回で2回目となり
ます。
　カップルとして成立した3組には、「南那
須観光いちご園のいちご狩りペアチケット」
や「和紙の里での和紙手すき体験券」など本
市にちなんだ7つの特典が贈られました。

なすから恋活パーティー

　組のカップルが成立3

志
鳥
の
笹
﨑
さん・
月
次
の
福
島
さん・
向
田
の
根
本
さん

満
1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

5
日
昭
に
誕
生
日
を
迎
え
た
の
は
、

志
鳥
の
笹
﨑
ア
サ
さ
ん
。長
寿
の
秘

訣
は
、「
規
則
正
し
い
生
活
」と「
野
菜

を
良
く
食
べ
る
こ
と
」だ
そ
う
で
、現

在
で
も
庭
の
草
む
し
り
を
す
る
な
ど
、

元
気
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
で
は
孫
や
ひ
孫
が
数
え
ら
れ

ま
せ
ん
」と
に
こ
や
か
に
話
す
笹
崎

さ
ん
。広
告
で
手
作
り
の
お
年
玉
袋

を
作
り
、孫
や
ひ
孫
に
お
年
玉
を
あ

げ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

8
日
掌

に
は
、月
次
の
福
島
菊
枝

さ
ん
が
満
1
0
0
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

年
前
に
東
京
都
か
ら
越
し
て
き
た

32福
島
さ
ん
は
、現
在
、孫
と
の
二
人
暮

ら
し
。自
分
の
こ
と
は
自
分
で
こ
な

し
、手
先
の
器
用
さ
を
生
か
し
て
絹

糸
と
ビ
ー
ズ
を
使
っ
た
日
本
刺
繍
や

お
り
が
み
な
ど
を
趣
味
と
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
福
島
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣

は
、「
薬
を
な
る
べ
く
飲
ま
な
い
こ

と
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、子
ど
も
た
ち
の
手
に

よ
っ
て　

個
の
鉢
植
え
が
完
成
。毎

45

年
、参
加
し
て
い
る
と
い
う
荒
川
小

4
年
の
関
根
愛
菜
さ
ん（
東
原
）は
、

「
駅
を
利
用
す
る
た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
も
ら
い
、今
日
も
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
鉢
植
え
は
、5
月
頃
ま
で
、大

金
駅
、小
塙
駅
、烏
山
駅
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

地
域
人
材
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

世
界
に
通
用
す
る
那
須
烏
山
を
考
え
る

延
べ
1
4
0
人
の
地
域
住
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、元
オ

マ
ー
ン
・
ネ
パ
ー
ル
大
使
の
神
長
善

次
さ
ん
を
講
師
に
、西
欧
や
ア
ジ
ア
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
の
諸
外
国
の
文
化
、

産
業
な
ど
を
学
び
、諸
外
国
か
ら
見

た
日
本
、さ
ら
に
日
本
か
ら
見
た
本

市
を
比
較
し
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
市
の
持
ち
味
を
世
界
に
通
用
さ
せ

る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
が
大
切
か
を
考
え
る
た
め

に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

最
終
回
と
な
っ
た　

月　

日
掌
に

12

25

は
、「
シ
テ
ィ
那
須
烏
山
、8
％
の
前

進
」と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
、こ
れ

ま
で
の
講
義
で
学
ん
だ
他
国
の
特
性

な
ど
を
踏
ま
え
、本
市
が
世
界
に
通

用
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
前
進
す
る
た
め

の
経
済
、社
会
、教
育
の
方
向
性
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

講
義
を
す
る
神
長
さ
ん
。

　

新
年
を
迎
え
た
1
月
。長
寿
を
祝
い
、市
長
が「
1
0
0
歳
訪
問
」を
行
い
ま
し
た
の
で
、今
回
、満
1
0
0
歳
を
迎

え
た
3
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、市
内
の
1
0
0
歳
以
上
は
、　

人
と
な
り
ま
し
た（
1
月　

日
現
在
）。

21

31

　
　

日
捷

に
は
、向
田
の
根
本
カ
ネ

23
さ
ん
が
満
1
0
0
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

根
本
さ
ん
は
、大
の
カ
ラ
オ
ケ
好
き

で
、週
に
2
回
通
っ
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
、毎
回
歌
を
歌
っ
て

く
る
そ
う
で
す
。演
歌「
孫
」が
得
意

で
、孫
の
結
婚
式
に
も
披
露
し
た
と

い
い
ま
す
。

　

誕
生
日
当
日
に
は
、子
や
孫
が
集

ま
り
、「
お
め
で
と
う
」と
声
を
か
け

る
と
、「
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
た

い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

笹﨑さん。

福島さん。

根本さん。
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○
毎
月
、最
後
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
烏
山
高
校
の
部
活
動

紹
介
も　

団
体
目
と
な
り
ま
し

11

た
。取
材
に
う
か
が
う
た
び
に
、

部
活
動
を
頑
張
る
生
徒
の
み
な

さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
分

に
な
っ
て
自
分
の
デ
ス
ク
に
戻
り
ま
す
！

○
今
月
号
は
、「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」。実
は
、

私
も
中
・
高
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
、現
在
も
ほ
そ
ぼ
そ
と
続
け
て
い
ま
す
。

取
材
後
、高
校
の
バ
レ
ー
部
時
代
の
仲
間

と
の
出
会
い
や
辛
か
っ
た
練
習
な
ん
か
を

思
い
出
し
た
ら
自
然
と
闘
志
が
燃
え
、取

材
翌
日
に
あ
っ
た
練
習
で
は
、い
つ
も
以

上
に
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま

し
た
。ま
る
で
、一
大
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ブ
ー

ム
を
起
こ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
漫
画「
ア
タ
ッ

ク
№
1
」の
主
人
公
の
よ
う
に
…
。

○
そ
の
結
果
、ヒ
ザ
に
は
今
ま
で
見
た
こ

と
な
い
よ
う
な
特
大
の
ア
ザ
が
！
！
！
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
気
分
は
1
日
に
し
て
痛
み
と

の
戦
い
へ
。取
材
の
裏
側
で
は
、こ
ん
な
こ

と
も
あ
る
の
で
す
…（
笑
）

○
一
方
で
、1
月
は
、「
成
人
式
」「
駅
伝
競

走
大
会
」と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。新
成
人
の
き
ら
き
ら
し
た
笑
顔
、そ

し
て
、駅
伝
大
会
で
は
歯
を
食
い
し
ば
り

力
走
を
見
せ
る
選
手
た
ち
。取
材
を
と
お

し
て
元
気
を
も
ら
え
た
気
が
し
ま
す
！

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

古　

澤　
 
叶 　
 
多 （
由
崇
・
尚
美
）初　
　

音

か
な 

た

小　

堀　
 
有 　
 
輝 （ 
渉 
・
友
香
）城　
　

東

ゆ
う 

き

栗　

田　
 
美 　
 
咲 （
大
安
・
仁
美
）野　
　

上

み 

さ
き

佐　

藤　
 
愛 　
 
桜 （ 
豊 
・
礼
子
）野　
　

上

あ
い 

ら

堀　

内　
 
琥 　
 
珀 （
亮
吾
・
愛
美
）野　
　

上

こ 

は
く

小　

磯　
 
茉  
音  
実 （
通
伸
・
美
紀
）野　
　

上

ま 

お 

み

小　

口　
 
愛 　
 
彩 （
和
則
・
真
美
）興　
　

野

め 

い

森　

林　
 
凜 　
 
花 （
弘
幸
・
寿
枝
）中　
　

山

り
ん 

か

青　

山　
 
航 　
 
己 （ 
孝 
・
麻
実
）大　
　

金

こ
う 

き

佐　

藤　
 
杏 　
 
奈 （
貴
大
・
有
希
）曲　
　

畑

あ
ん 

な

菊　

池　
　
　
 
速 （ 
学 
・
有
以
）下
川
井

は
や
り

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
た

お
め
で
た

［
小
学
3
・
4
年
女
子
組
手
の
部
］▽
第
3

位
：
五
十
嵐
未
来（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
中
学
生
女
子
の
部
］▽
第
3
位
：
田
﨑
裕
乃

（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第　

回
関
東
・
甲
信
越
国
際
剛
柔
公
道
会

35

空
手
道
選
手
権
大
会（　
月　

日
掌
、古
河
市
体
育
館
）

11

13

［
小
学
2
年
男
子
組
手
の
部
］▽
準
優
勝
：
五

十
嵐
大
夢（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第　

回
北
綜
警
杯
小
年
柔
道
学
年
別
体
重

10

別
選
手
権
大
会（　
月　

日
松
、栃
木
県
武
道
館
）

12

17

［
小
学
4
年
女
子
の
部（　
手
以
下
級
）］▽
第
3

45

位
：
高
野
由
奈（
習
励
館
大
橋
道
場
）

●
第
5
回
関
東
地
区
少
年
空
手
道
選
手
権
大

会（　
月　

日
掌
、ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
）

10

30

［
小
学
2
年
男
子
組
手
の
部
］▽
優
勝
：
五
十

嵐
大
夢（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
吉
田
賢
二
様（
長
崎
県
佐
世
保
市
）、高
村
隆
様

（
滋
賀
県
東
近
江
市
）、小
林
拓
様（
長
野
県
上
田
市
）、高

崎
重
幸
様（
千
葉
県
佐
倉
市
）、小
池
秀
治
様（
岐
阜

県
可
児
市
）か
ら
1
万
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

・
斎
藤
太
津
規
様（
埼
玉
県
三
郷
市
）、山
口
博
之

様（
東
京
都
国
立
市
）か
ら
3
万
円
が
本
市
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

・
田
中
博
様（
群
馬
県
安
中
市
）か
ら
5
万
円
が

本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
匿
名
希
望
者
様
1
1
2
人
か
ら
3
0
3
万

4
3
5
2
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
市
立
図
書
館
図
書
購
入
費
寄
付
金

・
南
那
須
地
区
工
業
者
懇
話
会（
塩
田
信
吾
会

長
）か
ら
3
万
3
3
0
0
円
が
本
市
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

市営バス烏山高部線
車両をリニューアルしました！

　市営バス「烏山高
部線」の車両が平成
28年12月25日掌
から新しくなりま
した。
　「烏山高部線」は、
平成7年に本市と常陸大宮市を結ぶ路線として開通し、
車両の老朽化に伴い新車両で運行することになりました。
　なお、車両更新により「烏山高部線」と「市塙黒田烏山
線」は同一型の車両となったため、ご利用の際には路線
名をよく確認し、乗り間違いのないようにご注意ください。

晴れの日に…（成人式より）。
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（　）対前月比
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男
出生
転入

13,137 女
死亡
転出

13,413

人口 26,550（－19）

世帯数 9,415

37
47

14
51
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★一般図書★
『エンジニアを説明上手にする本』開米　瑞浩
『日本神さま事典』　　　　三橋　健
『いつかの夏』　　　　　大崎　善生
『世界一うつくしい生物図鑑』
　　　　クリストファー　マーレー
『一緒に治せるめまいと頭痛』五島　史行
『平野レミのお勝手ごはん』平野　レミ
『勝ち続ける理由』　　　　　原　晋
『扉のかたちをした闇』　江國　香織
『三鬼』　　　　　　　宮部　みゆき

★児童図書★
『江戸の町のサバイバル』大富寺　航
『ミラクルハッピーお仕事ずかんDX』
　　　　　　ドリームワーク調査会
『のりものなんでもNo．1』
　　　　　　　いのうえ　こーいち
『不可能とは、可能性だ』笹井　恵里子

『まんがでわかる日本の古典大事典』
　　　　　　　　　　　吉野　朋美
『おとのさま、スキーにいく』
　　　　　　　　　中川　ひろたか
『　秒後に意外な結末』　桃戸　ハル5
『こけしがこけて』　　　新井　洋行

★DVD★
『エヴェレスト　神々の山嶺』

平山　秀幸監督
『殿、利息でござる！』中村　義洋監督
『家族はつらいよ』　山田　洋次監督
『藁の楯』　　　　　三池　崇史監督
『華麗なるギャッツビー』

バズ・ラーマン監督
『パニック・ルーム』

デビット・フィンチャー監督
『ズートピア』　 バイロン・ハワード監督
『パディントン』  ポール・キング監督

俳　

句

齋
藤　
　

穂　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

山
あ
げ
が
世
界
に
届
き
冬
花
火平

澤　

房
子（
金　

井
）

冬
の
山
始
発
電
車
の
音
ひ
び
く

塩
坂
美
枝
子（
南
大
和
久
）

寒
鴉
の
居
丈
高
な
り
善
光
寺

髙
徳　

美
井（
大　

金
）

湯
た
ん
ぽ
が
ベ
ッ
ド
の
中
で
す
や
す
や
と

吉
田
喜
枝
子（
興　

野
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

 
蝋  
梅 
の
香
を
貰
う
庭
の
隅

ろ
う 
ば
い

須
田　

孝
子（
城　

東
）

嬉
し
い
日
年
に
一
度
の
初
便
り羽

石　

妙
子（
向　

田
）

父
と
母
偲
ぶ
時
あ
り 
掘  
炬  
燵 

ほ
り 

ご 

た
つ

杉
山
幸
栄
子（
八
ヶ
代
）

年
寄
り
の
歩
幅
に
合
わ
す
湯
の
帰
り

石
川
由
美
子（
興　

野
）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

元
旦
の
空
の
色
濃
く
青
あ
お
と
吸
い
込
ま
れ
そ
う　

天
に
手
を
合
わ
す　
　
　
　

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

知
覧
茶
を
飲
め
ば
偲
ば
る
飛
び
征
き
し
特
攻
隊
の 
若 

わ
こ
う

 
人 
た
ち
を　
　
　
　
　
　
　

吉
澤　

紅
月（　

南　

）

ど道
端
の
朝
顔
き
れ
い
だ
っ
た
よ
と
種
持
ち
か
え
る
子

の
気
持
ち
嬉
し　
　
　
　
　

安
藤　

伯
麗（　

旭　

）

懸
命
に
働
き
続
け
子
は
育
ち
怖
い
も
の
か
ら
親
父
は

消
え
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

豊（
谷
浅
見
）

　

毎
週
火
曜
日
に
、レ
デ
ィ
オ
ベ
リ
ー

（
F
M
栃
木
）で
那
須
烏
山
市
の
イ
ベ
ン

ト
や
オ
ス
ス
メ
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

を
お
届
け
す
る「
な
す
か
ら
情
報
局
」を

放
送
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
曜
日
午
後
3
時　

分
～

30

　
　
　

※
約　

分
間

10

※
番
組
の
進
行
状
況
に
よ
っ
て
多
少
開

始
時
間
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

放
送
局　

76.4
FM
RA
D
IO
BERRY

◇

　

ま
た
、放
送
内
容
は
、後
日
、レ
デ
ィ

オ
ベ
リ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か
ら
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合　

ま
ち
づ
く
り
課

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
5
1

83

ラ
ジ
オ「
な
す
か
ら
情
報
局
」

絶
賛
放
送
中
！

■
お
わ
び
と
訂
正
…
1
月
号
7

ペ
ー
ジ「
新
た
な
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
紹
介
し
ま
す
」の
記
事
で

「
烏
山
地
区
落
合
の
馬
籠
政
光
委

員
」の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。お
わ
び
し
訂
正
い
た
し

ま
す
。

　

誤　
　

－

0
0
4
5

84

　

正　
　

−

0
0
5
4

84



シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！！！！
〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑪
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑪
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑪
〜

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
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広報
2017.2

－
 N
o.137 －

な
す
か
ら
す
や
ま

編
集　

総
合
政
策
課　
         
〒
3
2
1－

0
6
9
2 
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

　

広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
で
頑
張

る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

　
「
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
む
」、「
思
い
や

り
の
心
」を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
。部
員
、男
子　

人
、女
子　

人
で

21

11

毎
日
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
は
、高
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ

て
い
た
ら
誰
も
が
夢
見
る「
春
の
高
校
バ

レ
ー
全
日
本
高
等
学
校
選
手
権
大
会（
通
称
：

春
高
バ
レ
ー
）」へ
の
出
場
で
す
。春
高
バ
レ
ー
県

最
終
予
選
へ
出
場
す
る
た
め
に
は
、県
ベ
ス

ト
8
に
入
る
こ
と
が
条
件
。出
場
へ
の
切
符

を
か
け
、「
県
大
会
で
1
勝
、2
勝
と
勝
ち
進

め
る
よ
う
に
し
た
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

男子部長
　年　小野隼平さん（那珂川町）2
　顧問の先生や保護者、OB・
OGの皆さんに感謝の気持ち
を忘れずに活動したいです！
女子部長
　年　金子萌花さん（野上）2
　応援してくれる人たちのた
めにも、悔いの残らないよう
に一生懸命頑張ります！

新
年
を
迎
え
る
元
旦
祭
で

嵐
山
睦
5
年
ぶ
り
に
み
こ
し
繰
り
出
す

　

大
晦
日
の　

月　

日
松
深
夜
か
ら
1

12

31

月
1
日
掌

に
か
け
て
、八
雲
商
店
会
と

嵐
山
睦
に
よ
る
元
旦
祭
が
八
雲
通
り
の

特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。5
年
ぶ

り
と
な
っ
た
こ
の
祭
は
、嵐
山
睦
の
発

足　

周
年
と
、烏
山
の
山
あ
げ
行
事
が

25
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、嵐
山
睦
の
万
灯
み
こ
し
が

県
内
外
の
担
ぎ
手
に
よ
っ
て
約
1
時
間

担
が
れ
、八
雲
通
り
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。そ
の
後
、新
年
を
迎
え
る
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、鏡
割
り
や

「
が
ら
ま
き
」な
ど
が
行
わ
れ
、八
雲
通

り
は
市
民
や
初
詣
客
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

嵐
山
睦
の
大
金
康
男
会
長
は
、「
地
域

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で　

周
年
を
迎
え

25

ら
れ
た
。今
年
は
、皆
さ
ん
が
健
康
で
良

い
1
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
。ま
た
、7
月

に
行
わ
れ
る
山
あ
げ
の
成
功
を
祈
り
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会
場
内
で
た
い
ま
つ
の
中
、大
勢
の
担
ぎ
手

に
よ
っ
て
嵐
山
睦
の
み
こ
し
が
担
が
れ
る
。

有料広告


